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いつも喜んでいなさい。

絶えず祈りなさい。

どんなことにも感謝しなさい。

これこそ、キリスト・イエスにおいて、

神があなたがたに望んでおられることです。

テサロニケの信徒への手紙（Ⅰ）5章 16-18 節

  

聖 句

選：ペトロ  J.W.
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THE SOLEMNITY OF THE ASSUMPTION OF THE BLESSED VIRGIN MARY

Fr. Constancio Consulta

Every August 15th of the year, we celebrate the Feast of the Assumption. The 
Assumption is the oldest feast day of Our Lady. The origin was practically lost when the 
emperor that time, Emperor Hadrian, obliterated every memory of Jesus in the sacred city, 
the site which was made holy by Jesus’ life, death and Resurrection. When the sacred sites 
began to be restored, the memories of the life of Our Lord began to be celebrated. One of 
the memories about his mother centered around the “Tomb of Mary,” close to Mount Zion, 
where the early Christian community had lived. On the hill itself was the “Place of Dormition,” 
the spot of Mary’s “falling asleep,” where she died. The “Tomb of Mary” was where she was 
buried. In the seventh century, it began to be celebrated in Rome under the title of the “Falling 
Asleep” of the Mother of God. Soon the name was changed to the “Assumption of Mary,” 
since there was more to the feast than her dying. On November 1, 1950, Pope Pius XII 
defined the dogma of the Assumption. It was solemnly proclaimed that the belief whereby the 
Blessed Virgin Mary, at the close of her earthly life, was taken up, body and soul, into the 
glory of heaven, definitively forms part of the deposit of faith, received from the apostles. 

All the feast days of Mary mark the great mysteries of her life and her part in the work 
of redemption. The Assumption completes God’s work in her since it was not fitting that the 
flesh that had given life to God himself, should every undergo corruption. The Assumption is 
God’s crowning of His work as Mary ends her earthly life and enters eternity. The feast turns 
our eyes in that direction, where we will follow when our earthly life is over. The feast days of 
the Church are not just the commemoration of historical events; they do not look only to the 
past. They look to the present and to the future and give us an insight into our own relationship 
with God. The Assumption looks to eternity and gives us hope that we, too, will follow Our 
Lady when our life is ended.

By Mary’s Assumption she has not disappeared from us, she has only assumed a 
new and more powerful way of being present with us. From where she is, Mary continues to 
help us in our own day-to-day struggle until we reach heaven. We only need to call out to her 
for help. May this ancient prayer be ours: “Remember O most loving Mary, that it is unheard 
of, that anyone who have recourse to your protection, implored your help, or sought your 
intercession, was left forsaken. Filled therefore with confidence in your goodness, I fly to you, 
O Mother of virgins. To you I come, before you I stand, a sorrowful sinner. Do not despise 
my poor words, O Mother of the Word of God, but graciously hear and grant my prayer.”
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≪ 巻頭言 ≫

聖母の被昇天の祭日

コンスタンシオ・コンスルタ神父

毎年 8 月 15 日には私たちは被昇天の祝日をお祝いします。被昇天は聖母マリアのお祝いの

中で一番古いものです。その起源は時の皇帝ハドリアヌスがイエス様の生涯、死、そして復活

により聖なるものとされた町、場所でのすべてのイエス様の出来事の記憶を消し去ってしまっ

たため、事実上失われてしまいました。しかし聖地が再建され始めると、私たちの主の生涯の

出来事がお祝いされるようになりました。そのひとつが初期のキリスト教徒のコミュニティー

が居住していたシオン山の近くの「マリアの墓」周辺に於ける主の母にまつわる出来事です。

その丘は聖母マリアが最後の時を迎え眠りについた「永眠の地」で、「マリアの墓」は彼女が

埋葬された場所です。7 世紀には神の母の「マリアの眠り」という名のもとローマでお祝いさ

れるようになりました。しかしマリア様の死というよりはお祝いであるとして、まもなく「マ

リアの被昇天」という名に変えられ、１９５０年１１月１日、教皇ピオ１２世により被昇天の

教義が交付されました。地上での生涯を終えるに際し、祝福された聖母マリアの身体と霊が天

国の栄光のうちに上げられたという信仰は使徒たちからも絶対的な信仰の証と受け入れられた

ことを厳かに宣言するものでした。

マリア様の全てのお祝いは彼女の生涯の偉大な秘義と贖罪の行いを示しています。被昇天は

神に命を与えた身体が腐敗してはならない、という神の御業を終結させるものなのです。被昇

天はマリア様がこの世での命を終えられ永遠の命をいただくという神の御業の最高の形です。

この祝日は私たちが地上の命を終えるときに従うべき道に私たちの目を向けさせてくれます。

教会の祝日は歴史的な出来事を記念するだけのもの、過ぎ去ったことのみに目を向けるもので

はありません。祝日は現在、そして未来を見つめ、私たちと神との関係を洞察する機会を与え

てくれるのです。被昇天は永遠を見つめ、私たちもまたその生涯を終えられた時の聖母マリア

様について行くことが出来るのだという希望を与えてくれるのです。

聖母被昇天により、マリア様は私たちの前から姿を消されたわけではありません。新しく、

またもっと力強い形で私たちと共にいてくださるのです。マリア様は私たちが天国に入る日ま

で私たちの日々の困難を助けてくださいます。私たちはマリア様に助けてください、と呼びか

けるだけでいいのです。この古くからの祈りが私たちと共にありますように。

「いつくしみ深いおとめマリア、ご保護によりすがって御助けを求め、あなたの取り次ぎを

願う者が、かつて誰ひとり棄てられた者のないことを思い出してください。罪人のわたしは、

この希望に支えられあなたに呼び求めます。みことばの御母よ、私の祈りを顧み、御あわれみ

をもって、この祈りを聞き入れてください。」

（聖ベルナルド聖母マリアのご保護を求める祈り）
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出席された新枢機卿

《 バチカンでの前田万葉枢機卿叙任式 》

5 月 20 日正午、アレルヤの祈りの中で教皇フランシスコは
14名の新しい枢機卿を親任することを発表されました。日本

からは前田万葉大司教が新しい枢機卿に選ばれました。
日本では９年ぶり、６人目の枢機卿となります。

事前に本人に知らされることはなかったそうです。

叙任式は 6月 28日バチカンの聖ペトロ大聖堂で公開の
枢機卿会議の中で執り行われ、その模様はインターネットを

通じて実況中継されました。また式典の小冊子は、バチカン
のホームページに掲載されています。以下はその概要です。

マルコ福音書（10,32‐45）が朗読された後、
教皇は説教の中で「真に信頼に値する権威は、

キリストに奉仕するために人々の足元に身を
かがめることから生まれる｡｣と説かれました。

引き続き式典の冒頭、教皇は、宣言されました。

「私たちの兄弟の幾人かを枢機卿の仲間に招きます。  

彼らはローマ聖職者の一員としてペトロの座と一体となることが出来、

そして使徒の仕事において、厳しく共に働き奉仕するのです。」（式文の仮抄訳）

新枢機卿の信仰告白、教皇とその後継者への忠誠の誓いがあったのち、教皇は新枢機卿一

人一人に帽子と指輪、任命書を手渡されました。

枢機卿叙任式の行われた聖ペトロ大聖堂

説教をされる教皇フランシスコ

前田万葉大司教はじめ 14 名の新枢機卿を
発表される教皇フランシスコ  (2018.5.20)
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前田万葉枢機卿ににこやかに応えられる教皇

（写真はすべてバチカンテレビセンターの実況中継映像から）

前田万葉枢機卿の紋章について

緋色のベレッタと指輪を受けなさい。

枢機卿の権威のしるしとして。

その意味はあなたの勇気ある行動の象徴、

たとえあなたの血を流すことがあっても、

キリスト教の信仰を増やすために、

神の人々の平和と平穏のために、

そして聖なるローマ教会の自由と成長のために。

あなたは、日中それらを着用しなければなりません。

（式文の仮抄訳）

前田万葉枢機卿に緋色のベレッタと指輪を与えられる教皇

新枢機卿の出身国は、イタリア（3人）、スペイン（2人）、イラク（以下すべて 1人）、ポーランド、

パキスタン、ポルトガル、ペルー、マダガスカル、日本、メキシコ、ボリビアの 11カ国。

5月の発表時、教皇は新枢機卿の出身国の多様性について「この地のすべての男女に向けられた神の

慈愛深い愛を知らせ続ける、カトリック教会の普遍性を示す」と語られました。叙任式では、平和の

抱擁後言葉を交わされる教皇と前田枢機卿のひときわ和やかな雰囲気が心に残りました。

当日の様子は下記動画サイトでご覧になれます。

https://www.youtube.com/watch?v=bifpKJDYPBw

「復活の十字架」：大阪教区の再宣教 150 周年にあたり福音の喜びがさらに広がることを目指す。背景には司祭叙階時
決意「お言葉ですから、網を降ろしてみましょう」のイメージをあしらい、大阪大司教・枢機卿としての召命を再決意。
「鳩から下へ広がる黄金色の聖霊」：宣教目標「キリストの平和（Pax  Chiristi）」を記銘。聖霊の内に Fides（信
仰）、Spes（希望）、Caritas（愛）による不思議な大漁のようにキリストの平和が実現できますようにと祈りを込める。
「最下部の帯」：「NON MINISTRARI SED MINISTRARE（仕えられるためではなく、仕えるために）」を記銘。
「宣教・平和」を実現するためのモットーである。
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カトリック大阪大司教区
≪ 司教叙階式ミサおよび枢機卿親任報告 に参列して ≫

                           

T.K.

2018 年 7 月 16 日（月・祝）11 時、大阪大司教区司教

叙階式ミサが前田万葉枢機卿大阪教区大司教司式によ

り厳かに行われました。当日は前田枢機卿、教皇大使

ジョセフ・チェノットゥ大司教、司教団、司祭、修道者、

信徒、総勢約 2,000 名超が参列しました。会場の大阪カ

テドラル聖マリア大聖堂は朝早くから超満員で、住吉教

会信徒も参列しました。

ミサに先立ち、前田枢機卿からローマ教皇大使始め列

席の皆様へ酷暑中の参列のお礼がありました。同時にこ

の度の西日本豪雨災害でご帰天や被災された多くの方々に、日本の司教団から心

よりお見舞い申し上げますと挨拶され、参列者全員で黙祷を捧げました。

トマス・アクィナス 前田万葉大司教の枢機卿親任 について

教皇フランシスコは 2018 年 6 月 28 日、バチカンの聖ペトロ大聖堂での枢機卿

会議で前田万葉大司教（69歳）ら 14人を新枢機卿に叙任しました。

（これで枢機卿団の総人数は 226 人。その内 125 人が 80 歳未満で教皇選挙（コン

クラーベ）の選挙権を持つことになります。）

前田万葉枢機卿は長崎県上五島、仲知（ちゅうち）教会のご出身で、この度枢機

卿に親任されたことは大阪教区、日本全国、全世界のカトリック教会にとって誠

に喜ばしいことです。心からお祝い申し上げます。

司教叙階式

ミサの中でヨゼフ・アベイヤ、パウロ酒井俊弘、二人の被選司教の叙階の儀が行

われました。ジョセフ・チェノットゥ教皇大使から使徒座の司教任命書の朗読が

あり、朗読後、全会衆に顕示されました。続いて 2 人から司教職務の忠実な遂行

の宣誓があり、塗油、按手に続いて福音書、指輪、ミトラ（司教冠）、牧杖の授与

が行われ、ここにめでたく正式に二人の新司教が誕生しました。

引続き祭壇では前田枢機卿と二人の新司教によりミサが続けられました。

聖体拝領では、前田枢機卿、二人の新司教、司教団、司祭による聖体授与が行われ

全会衆が大きな喜びとともにご聖体を拝領しました。
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二人の新司教、前田枢機卿の枢機卿親任報告          

新司教誕生に伴い、前田枢機卿と二人の新司教の挨拶がありました。

前田枢機卿の枢機卿親任報告（挨拶）

枢機卿の親任発表は事前に全く知らず、まさに青天の霹靂（へきれき）でした。

「晴天の 霹靂（へきれき）のごと 降臨祭」

私の心をこう詠みました。フランシスコ教皇が 1４名の新枢機卿親任を発

表されたのはまさに 5月 20日の聖霊降臨の祝日でした。

「仕え合い 網を降ろすや み心月」

神のみこころに従って、二人の新司教とお互いに仕え合い、心を合わせて

教区にとって神の国の発展につながるよう努めていきたいと思います。

「緋色受く 五島椿や ペトロ祭」

枢機卿任命式では緋色（赤い）帽子と指輪を受けました。長崎、天草の潜

伏キリシタンの信仰遺産が世界文化遺産に登録や又、大阪教区再宣教 150

周年を記念した新しい旅立ちの年でもあり、ペトロ祭の日でもありました。

枢機卿の使命をはたしていく上で皆様のご協力が必要です。

お祈りをお願いします。

福音書の祝福のもと叙階の祈り 前田枢機卿と新司教による感謝の典礼

信徒から贈られた花束を手に 前田枢機卿と新司教
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・ヨゼフ・アベイヤ 新司教挨拶

私を信頼して任命して下さったフラン

シスコ教皇はじめ皆様、私の親兄弟、クラ

レチアン会の兄弟達に深く感謝します。

感謝の内に、与えられた使命を謙虚に受

け止めてそれを忠実にはたすよう努めた

いと思います。お祈り下さい。

・酒井 俊弘 新司教挨拶

私はオプスデイ属人区に所属する司祭で

す。大阪教区に早く慣れて使命を果たし

ていきたいと思います。オプスデイ会と

その兄弟、私の親兄弟、そして皆様に感

謝します。

親しみやすい司教として、皆さんと共に

司教職をはたしていきたいと思います。

ミサ後の懇親会                

ミサ後、駐車場広場で懇親会が行われ、多くの信徒が参加しました。

前田枢機卿、二人の新司教が各テーブルで信徒と親しく歓談され和やかな懇親会

でした。

ご健勝とご活躍をお祈りします                           

前田枢機卿のご健勝と、大阪大司教区、日本全国、そして世界のカトリック教会

の為にご活躍されますよう心からお祈り申し上げます。

二人の新補佐司教の今後のご活躍をお祈りすると共に我々信徒へのご指導をお

願いします。

この度は大阪教区をはじめ日本全国が大きな喜びに満たされました。

神様のおはからいに心から感謝します。

ヨゼフ・アベイヤ司教と紋章

パウロ・酒井俊弘司教と紋章
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≪ コーナン神父様、お帰りなさいませ！！≫

４月１５日(日曜日)、ミシェル・コーナン神父様が神戸東ブロックに着任後初めての

住吉教会でのミサを、エマニュエル神父様、ペンケレシ神父様とともに司式なさいまし

た。

コーナン神父様は１９６２年１１月から１９６４年１１月までと、１９６９年１１月

から１９７４年４月までの二度にわたり住吉教会の助任として赴任され、今回は三度目

の住吉教会となられます。神父様の懐かしい思い出をお持ちの信徒の方々も少なくはな

くいらっしゃるのではないでしょうか。神父様を再び住吉に導かれた神様に感謝です。

お説教では、「イエス様は再び私たちの前に現れるまで すべての人々のために復活

の証人となりなさいと弟子たちに仰せになり、 他者のために祈る心をもって愛に生き

ることが福音宣教の始まりである」とお話になりました。

ミサ後は、信徒の皆さんがご用意くださったお茶やサンドイッチ、お菓子で会話もはず

む楽しいひと時を過ごしました。

あらためて、コーナン神父様、住吉教会にお帰りなさいませ！

ミシェル・コーナン神父略歴

１９３４年 ８月 ９日   フランスに生まれる

１９６０年１２月２１日  叙階

１９６２年１１月      来日

１９６２年１１月～１９６４年１１月 住吉教会助任

１９６９年１１月～１９７４年 ４月 住吉教会助任

２０１８年 ４月～ 神戸地区東ブロック協力司祭に着任  現在に至る

コーナン神父様の在任中の一年余、日本のカトリック界は、第 2 バチカン公会議の影響を

受けて大きく動き、新時代になった形態をつくる為に、各方面に色々の変革が行われました。

神父様は、新しい構想をミサにも取り入れられ、典礼を私たちの身近なものにする為の努力

を惜しまれませんでした。フランスの一青年として軍務に就かれ、北アフリカのアルジェリア

戦争に従軍され、熱い砂漠の戦場で毎日繰り返される、生か死かの極限に立たされて、

人間のむき出しの感情を見たことが司祭職を選ぶ直接の動機となったそうです。

（１９７１年「すみよし」イースター号より）
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３人のフランスからの神父様によるミサ

ミサ後にお茶とサンドイッチやお菓子で和やかに歓談されました
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≪ ピエール・ムニクウ神父の生涯 ≫

  ―大阪大司教区再宣教 150周年にあたってー      

ピエール・ムニクウ神父は 1825 年 3 月 4 日南フランスのオサンに生まれ、20
歳でパリ外国宣教会に入会、3年後に 23歳で司祭に叙階されました。

それから 1871年 10月 16日（明治 4年）46歳の生涯を終えるまで日本での宣

教に心血を注ぎました。神父の遺体は遺言により自ら献堂式を行った当時神戸

にあった「七つの御悲しみの聖母聖堂」内に埋葬されました。（現在は外国人墓

地に埋葬）

   

『日本及び各地での宣教』

司祭叙階後すぐにイギリスを経て香港に派遣され、宣教会会計として 6年間

働きました。1855年将来の日本宣教を目指したパリ外国宣教会の総長は他の二

人の神父と共にムニクウ神父を那覇に派遣して、彼らは本格的に日本語の勉強

を始めました。

1856～1860年の間軍艦付き司祭として中国、当時の朝鮮などをめぐり、函館に

も上陸した経験などを日記に記しています。

横浜：1860 年 10 月 当時横浜にいたジラール神父の招きを受け、横浜旧居留

地での聖堂建設に協力しました。当時はまだ切支丹禁制の高札が街に掲げら

れていた時代ですが、建物の壁に十字架のある珍しい建造物は「横浜天主堂」

と呼ばれ、大勢の日本人が見学に訪れました。   

以降 6 年間にわたって漢字での公教要理や祈祷書を編集出版して関東地区で

の布教の基礎を築きました。

        ⑮
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長崎：1866年 プチジャン神父によって発見されたばかりの「潜伏キリシタン」

と呼ばれた信者達への宣教活動にも関わりました。

神戸：1868年（43才） 前年の 1867年アンリ・アンブルステ神父と共に函館

に行ったムニクウ神父はその地に司祭館を建てたが、神戸に新しい港が開か

れるとのニュースを聞いて直ちに神戸に赴き、現在の元町付近に小さな家を

求めて礼拝所とし、福音宣教活動を開始しました。

1868 年 1 月 1 日「兵庫港」として開港した港はペリー来訪より 15 年後のこ

とで、1892年勅命により「神戸港」となりました。

旧居留地３７番地（現在の神戸大丸の一部）に借地権を得て、居留地外国人の

金銭的援助もあり、3年の工期をかけて 1870年 4 月 17日（明治 3年）復活

祭の日にムニクウ神父自身によって献堂式が行われました。    

神父はその 1年後病により天に召されました。

   以上はグイノ・ジェラール神父執筆制作の「ピエール・ムニクウ神父」の略歴

から編集したものです。
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≪ 初聖体 ≫

3 月 31 日(土)「復活の聖なる徹夜祭」のミサで 2 人のお子さん、4 月 1 日(日)

「復活の主日」のミサで 1 人のお子さんの初聖体が行われました。

園庭の源平桃が咲き、桜も満開で、子供達を祝福してくれている様でした。

主の豊かなお恵みが、子供たちの上に、そして初聖体を受けた全ての方々の上

に注がれますように！

初聖体おめでとうございます

              ペトロ    Ｓ．Ｄ． くん

              ルカ      Ａ．Ｄ くん
                        

              ボナヴェントゥラ  Ｓ．Ｓ． くん

代表でメッセージ♪

Ｓ．Ｓ．
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《 教区甲山墓地 合同墓参 》

2018.5.23

「さみだれや 生きるも死ぬも 甲山」 前田 万葉

今年も司祭教区として帰天司教・司祭追悼

祈念ミサが教区甲山墓地にて 前田枢機卿の司

式で行われ、司祭約 30名、信徒 100 名余が参

加しました。 ミサ中にヨゼフ西尾正二司祭、

ラファエル松本武三司祭の納骨式も行われま

した。

       

住吉教会からは小型バス、マイカーでエマニュエル神父、墓地委員、信徒 計 17名が

参加。降りしきる雨の中テントの下や傘をさして、感謝と共に祈りを捧げました。

「永遠の 命は万緑 甲山」 前田 万葉

松本武三師は1977～1980助任として1985～

1988 主任として 住吉教会でご指導下さい

ました。

共同祈願

「あなたのもとに召され、ここに眠る司教司祭を心に

留め、司祭職の使命を忠実に果たしたものに約束され

た報いを豊かにお与えくださいますように」
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≪ 2018 年カトリック神戸地区大会 ≫

6 月 10 日(日)

「宣教も 俳句も神戸 泉かな」 前田 万葉

1868 年（明治元年）に神戸港が開港した年はムニクウ神父様によって神戸に再宣教が始

まった年でもあり、150 年目の今年を記念して神戸地区大会が篠山市たんば田園交響ホール

で開催されました。

住吉からの参加者約 40 名は朝 9 時に教会をバスで出発。緑豊かな篠山市のホールに到着後

は梅雨の合間の空の下、歴史遺産の町を散策したり、昼食をとったりしながらのどかな街の

一時を楽しみました。

「第１部典礼の部」

12:45 より、たかとり教会ベトナム信徒の方々の「ミサに捧げる花の踊り」で始まり、13：

00 より前田万葉枢機卿、神戸地区 3 ブロック司祭団の共同司式で約 700 名の信徒が集って

テーマ「１５０（いこう）リスタート！新再宣教！」の下、ミサが捧げられました。

「第２部イベントの部」

15:00 より鈴蘭台教会・大久保神父率いるバンド演奏、三田教会・信徒の高山右近を詠った

吟詠、洲本教会恒例の拍手喝采の阿波踊りなど・・。各教会趣向を凝らした我が教会を紹介

するビデオと共に出題されたふしぎクイズでは、残念ながら住吉は今回正解率１位を逃しま

した。（前回は赤波江神父の𠮟咤激励の下皆で相談しながらの解答で１位）最後に前もって

募集された俳句コンテストではＴ氏の句が前田枢機卿選・佳作に選ばれました。

「玉之浦 椿に想ふ パウロ三木」

アントニオ・ジェラルド Ａ．Ｔ．

この度私が詠んだ俳句が神戸地区大会の俳句コンテストで佳作に入選し本当にびっくり

しました。入選者発表の一番初めに名前を呼ばれ、まさかと思い信じられませんでした。

教会玄関の前にある椿が咲いたのを見て詠みました。

この椿は 2012 年 12 月に故・溝部司教様が待降節の黙想会指導のために住吉教会に来ら

れた時に、日本二十六聖人列聖 150 年を記念して植樹されたもので、長崎から取り寄せた

「玉之浦」という品種です。赤い花弁の縁を白い縁取りで包まれた清楚な一重の花が特徴

です。原木は福江島の玉之浦町父ヶ岳（461ｍ）の中腹に自生していたもので、昭和 22 年

炭焼き業者によって偶然にも発見され、幻の椿といわれています。

日本にキリスト教がもたらされて以来、最初の殉教者の一人となられた住吉教会の守護の聖人聖

パウロ三木のご像と玉之浦椿は教会を訪れる方々を優しく迎え入れてくれます。
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枢機卿も阿波踊りをご披露

Ｔさんの俳句はみごと入選！！

玄関前の玉之浦椿も喜んでいます

住吉の皆様は受付をお手伝い

ベトナム信徒の皆様の「ミサに捧げる花の踊り
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≪ふっこうのかけ橋 ２０１８≫

東北の震災以来、神戸地区が毎年行っている「ふっこうのかけ橋」プロジェクトが今年

も 8月 2日から 6日まで行われ、今年は福島の３教会の小学生１５名、中学生２名、小さ

なお子さん３名と付き添いのお母様５名が参加されました。姫路を皮切りに、たかとり教

会で一泊、六甲自然の家で２泊の後、５日の夕方住吉教会に到着されました。六甲学院の

ボランティアのお兄さん達 10名、 住吉と中央教会のリーダー達、4日間をいっしょに過

ごして下さったエマニュエル神父様、関わって下さったすべての方に感謝しながら教会の

みなさま手作りの食事を共に賑やかにいただきました。楽しい思い出がたくさんできたこ

とでしょうね。また来年もお目にかかれることをたのしみに！！

姫路城をバックにみんなで記念写真姫路教会のお聖堂

姫路教会の前で

たかとり教会に到着、ティータイムでほっとひと息
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3日からは六甲自然の家で 2泊。暑い中、子供たちはカヌーやザリガニ釣り、BBQなど

思いっきり楽しみました。

暑い中みんな頑張って歩いて、その後はロープウェイとケーブルカーで下山

釣れたかな？
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5日(日)、中央教会のみなさんがご用意してくださってお昼を頂いた後、北野工房で工作

に挑戦、夕方住吉教会に到着

中央教会でエマニュエル神父様のお話

上手にできるかな？

住吉教会に到着、夕食前のお祈り

心のこもったお食事に食欲全開！

楽しかったね♫ また来年！！
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《図書コーナー》

かくれキリシタン 長崎・五島・平戸・天草をめぐる旅

              後藤真樹 著  とんぼの本 新潮社

このたび世界遺産に登録された「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」

の聖地、史跡、教会堂と人々の信仰のかたちを丁寧に取材撮影された一冊です。

知っているつもりでしたが知らないことのほうが多いことを思い知らされた充実

の書です。写真も素晴らしい。

「受難の歴史をのりこえ

禁教が解かれたのちも、秘かに脈々と

信仰を伝えてきた「かくれキリシタン」。

長崎・外海、五島列島、平戸、熊本・天草・・・

美しくも厳しき自然の中で、

それぞれの暮らしに根づいた

独自の祈りのかたちを守り育んできた

人々を訪ね歩き、貴重な証言とともに、

その聖地や史跡を丹念にたどる。

またカトリックへの復帰を果たした信徒たちが、

代々の思いを受け継いで建てた祈りの場、

各地の教会堂も多数紹介する。」 （本書のカバー記載の紹介から）

フランシスコ教皇さまへ      質問と絵・世界の子どもたち

                   答え・フランシスコ教皇

                    訳・片柳 弘史

アントニオ・スタバロ神父との会話より  

プロジェクトマネージャー トム・マクグラス    ドン・ボスコ社

子供向きの本のように思いますが

大人の疑問にも答えになっています。

世界中の子どもたちからの素晴らしい絵が付いた質問に

フランシスコ教皇がやさしくきちんと答えるという

今までにない本、

おすすめです。
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ミサ

主日ミサ　　　 日曜日  9:30

第１・第３土曜日

スペイン語

週日ミサ 火・金曜日  9:30

講座

信仰講座（Fr.傘木） Fr.傘木担当日曜日 10:50

信仰の分かち合い 第２・第４日曜日 11:00

10:15

Come & See                          第４土曜日 15:00

教会学校 第１・第３土曜日　14:00-16:00
対象：小学１年生～６年生

評議会 第３日曜日 11:00

野宿者支援炊出し 第１土曜日  9:30
（住吉教会集合）

教会案内

19:00

聖書の集い（Fr.ｴﾏﾆｭｴﾙ平日ﾐｻ担当週）金曜日　　　金曜日
発行日 2018年8月15日

発行責任者 エマニュエル神父

コンスルタ神父

編集・印刷・発行 広報チーム

発行所 神戸市東灘区住吉宮町2-18-23

カトリック住吉教会

TEL 078-851-2756

FAX 078-842-3380

http://www.sumiyoshi.catholic.ne.jp

「すみよし」第205号

目次

≪編 集 後 記≫

子供の時お世話になった神父様はお父様のような存在でしたが、こちらが

年を取り、枢機卿様も司教様もお若くなりました。よろしくお願い申し上げ

ます。

今号の編集を始めるころ、予期せぬ西日本豪雨があり多大な犠牲者が出ま

した。６月には大阪で阪神淡路大震災以来の揺れがあり、明日はわからない

という思いを今更ながら新たにし今日に感謝。

                     Ｍ．Ｈ．

             
ムニクウ神父神戸着任で始まった大阪教区再宣教から 150 年の今年、新

しい枢機卿と司教が生まれ、私たちは喜びに包まれています。これまでの

道程は、戦争をはじめ想像を絶する困難があったはずですが、神のお導き

と先人のお働きにより今日があると感謝いたします。天に召された方々と

も心をつないで、祈りを捧げたいと思います。

Ｎ．Ｓ．
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